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レーザ溶接

構造物の軽量化に向け、アルミニウム合金材の適用が進んでいます。 
当社では、アルミニウム合金材のレーザ溶接継手作製および各種の継手評価が実施できます。 

アルミニウム合金材のレーザ溶接および特性評価

Cat.No 3E3J-072-00-200701 

● ファイバーレーザ溶接により各種レーザ溶接形状のアルミニ
ウム合金材継手を作製できます。

● 薄板の継手の場合には、引張せん断、十字引張、L字引張
aaaなど、各種引張継手形状の継手評価ができます。

レーザ溶接継手の引張試験片形状 （丸形の場合）

レーザ溶接形状の例

継手評価事例 

● 作製したレーザ溶接部の断面観察、溶接継手の引張
強度評価など、各種評価試験を実施できます。

● 評価試験項目

・溶接部の断面組織観察

・電子顕微鏡観察（SEM、EDX）

・溶接継手の静的引張試験（引張せん断、十字引張）

・溶接継手の疲労試験（引張せん断、十字引張）
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アルミニウム合金板のレーザ溶接部外観（丸形）

1mm 

レーザ溶接の概略図 （非貫通の場合）

（ａ） 引張せん断 （ｂ） 十字引張 

1mm 

レーザ溶接部の断面マクロ組織観察例 レーザ溶接継手の引張試験結果 （Al1050材、Al5052材）
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